






考案およびまとめ 

 新生児の ABR のうち,V/I 波振幅比が脳障害を有する新生児,特に頭蓋内出血の予後判定

に有用であるかどうかを検討した。できるだけ新生児早期にとられた ABR で V/I波振幅比

の低いものでは,予後に神経学的後遺症を残すものが多いと考えられた。しかしこれは呈示

した症例からもわかるように,日齢の経過とともに正常化する場合も見られるので,予後の

判定にはできるだけ早期に ABR を測定して,それを判定の指標に用いることが望ましいと

考えられる。また神経学的後遺症を残す症例においては,Ⅲ波以降の波長の分離が悪く,そ

の振幅が低い ABR を新生児早期に示すものが多いと考えられるが,症例数も少な

く,follow-up の期間も短いので,今後さらに検討を加えたい。 


